
技能検定３級 普通旋盤作業（国家検定） 

 技能検定は、技能に対する社会一般の評価を高め、働く人々の技能と地

位の向上を図ることを目的として、職業能力開発促進法に基づき、実施さ

れている国家検定です。 

 本校では、「技能検定３級 機械加工職種 普通旋盤作業」の合格に向

けて、放課後、学科および実技試験の対策講習会を実施しています。 

試験内容 

 学科試験と実技試験があり、実技試験の詳細は、下記の通りです。 

普通旋盤を使用し、φ60×115mm 程度の S45C の材料 1個及びφ60×55mm 程

度の S45C の材料 1個に対して、内外径削りおよびテーパ削りなどの切削加

工を行い、はめ合わせのできる部品を 2個製作する。製作した部品の寸法

精度などで合否が決定する。 

標準時間 2時間、打ち切り時間 2時間 30 分 

試験日程 

1. 受験申請受付：４月(前期)、１０月(後期) 

2. 実技試験：６月～８月(前期)、１２月～２月(後期) 

3. 学科試験：７月～８月(前期)、１月～２月(後期) 

4. 合格発表：８月(前期)、３月（後期) 

受験料 

1. 実技試験：11,900 円 

2. 学科試験：3,100 円 

その他 

合格した場合、「社団法人全国工業高等学校長協会 ジュニアマイスター

顕彰制度」において、12ポイントが取得できます。 

 


